






































































































































































尿中のセシウム 137 濃度が平均 6.4 ベクレル
/ リットルという微々たる量でも、膀胱上皮内
がん及び膀胱上皮がんが 73％（前立腺肥大で
手術した 73 例中 53 例）に見つかったという
（Carcinogenesis 30:1821,2009）。なお、平均
0.29 ベクレル / リットルであった 33 例では 1
例も見つかっていない。これだけ聞けば、微々
たる被ばくでも怖くなるであろう。児玉氏は、













リウムがあり、その 1 万分の 1 は放射性カリ
ウム（カリウム 40）で、約 4000 ベクレルの
放射能をもっている。カリウム40のエネルギー
はセシウム 137 の 2 倍以上である。カリウム
は、尿からも毎日排泄されるので、膀胱尿中に




ん率が 0 から 73％になるなどということは常
識で考えられない。福島氏の研究が国際的に認
められていないのは言うまでもない。
　
　以上、どのように考えても、年１ミリシーベ
ルト以下にするような除染はいらない。苦労し
て作業されている方たちには気の毒だが、何十
年か先には、何と言う愚かなことをしていたの
か、という笑い話になるのは間違いない。
ガン予防の十二か条
　日常生活で実行してみましょう。
① いろどり豊かな食卓にして，バランスのとれた栄養をとる。
② ワンパターンではありませんか。毎日，変化のある食生活を。
③ おいしい物も適量に，食べ過ぎは避け，脂肪をひかえめに。
④ 健康的に飲みましょう。お酒はほどほどに。
⑤ たばこを少なくする。新しく吸い始めることのないように。
⑥ 緑黄色野菜をたっぷり。食べ物から適量のビタミンと繊維質のものを多くとる。
⑦ 胃や食道をいたわって，塩辛いものは少なめに，あまり熱いものは冷ましてから。
⑧ 突然変異を引きおこします。焦げた部分は避ける。
⑨ 食べる前にチェックして，かびの生えたものに注意。
⑩ 太陽はいたずらものです。日光に当たり過ぎない。
⑪ いい汗流しましょう。適度にスポーツする。
⑫ 気分もさわやか。からだを清潔にする。
─国立がんセンター提唱─
